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京都大学医学部附属病院で子宮頸癌に対する治療を受けられた患者さん・ご家族の皆様へ 
 

京都大学医学部附属病院 産科婦人科（以下、当科）では、「早期子宮頸癌に対する子宮頸部摘出術後

の予後に関する研究」という臨床研究を行っています。そのため、当科で子宮頸癌に対する治療を受け

られた患者さんの診療情報を使用させていただきますので、以下の内容を確認してください。なお、こ

の研究は、近畿大学医学部倫理委員会（https://www.med.kindai.ac.jp/rinri/index.html）で一括審査・

承認を受けた後に各機関での実施の許可を得て開始します。一括審査の対象とならない機関（一括審査

に関する規定がない機関）は、各機関の倫理委員会個別審査の承認及び機関の長による実施の許可を得

たうえで行われます。 

 

① 情報の利用目的及び利用方法 
この研究では、国内における子宮頸部摘出術の治療成績について調べることを主な目的としていま

す。そのため、当科で 2005 年 1 月から 2022 年 12月の間に子宮頸癌に対する治療を受けられた患

者さんのうち、子宮頸部摘出術をした方を対象として、診療情報のみを研究に利用します。利用す

る情報は、患者さん個人が特定されないようにした上で、個人情報に関しては、厳重に管理します。

共同研究機関に診療情報を提供する際には、ID化された情報のみを提供します。 

カルテ情報提供先･･･近畿大学医学部 産科婦人科学教室 

MRI画像データ提供先･･･近畿大学奈良病院 

 

② 利用し、又は提供する情報の項目 
カルテ情報：治療開始年齢、治療開始前の妊娠出産歴、治療開始年月日、手術実施年月日、術前補

助化学療法の有無、円錐切除術の有無、円錐切除術実施年月日、円錐切除術における病理所見、手

術方法、切除範囲、術中頸管縫縮の有無、残存子宮腔長、進行期分類、最終組織診断、筋層浸潤の

深さ、脈管侵襲の有無、最大腫瘍径とその診断方法、術前 MRI実施日、術前 MRI画像、周術期併

発症の有無、周術期併発症の種類と程度、術後補助療法の有無、術後補助療法の種類、再発の有無、

再発確認年月日、再発部位、最終生存確認年月日、死亡年月日、生殖補助医療実施の有無、生殖補

助医療の種類、術後の妊娠回数、妊娠時年齢、術後妊娠時期、各妊娠の転帰、分娩週数 

 
将来別の研究で本研究の情報の二次利用を行う場合は、再度倫理委員会の審議・承認を得たうえで

研究を行います。 

 

 

③ 情報の二次利用、他研究機関に提供する可能性の有無 
将来別の研究で本研究の情報の二次利用を行う場合は、再度倫理委員会の審議・承認を得たうえで研

究を行います。また、患者さん・ご家族様の診療情報が利用、もしくは提供されることに同意できず、

拒否されたい場合に、いつでもその利用を停止することが可能です。 

 



将来の研究について、研究対象者が確認できる方法： 

当科ホームページ https://obgy.kuhp.kyoto-u.ac.jp/ 

 

④ 利用又は提供を開始する予定日 
各研究機関の長の研究実施許可日 

 

⑤ 研究組織と利用する者の範囲 
<研究代表者>（統括・解析） 

近畿大学病院 産婦人科 松村謙臣 

 

<研究責任者>（情報収集・解析） 

近畿大学奈良病院 産婦人科 関山健太郎 

 

<研究機関一覧> （情報の提供） 

近畿大学医学部 産科婦人科学教室  松村謙臣 

近畿大学奈良病院 産婦人科 関山健太郎 

京都大学医学部 婦人科産科学教室 万代昌紀 

医学研究所北野病院 産婦人科 堀江昭史 

関西電力病院 産婦人科 永野忠義 

静岡県立総合病院 産婦人科 浮田真沙世 

 

⑥ 提供する情報の取得の方法 
本研究に参加する各機関において、研究代表者・分担研究者が診療情報から情報を抽出し、他の情

報と照合しない限り特定の個人を識別することができないように情報を加工したうえで電子メール

あるいはクラウドにアップロードする形式で収集する。MRI画像については個人が特定出来ない状

態にしたうえで CD/DVDに情報を取り込み、宅配便で情報の保管責任者宛に輸送する。 

 

⑦ 提供する情報を用いる研究に係る研究責任者 
研究代表者： 松村謙臣 近畿大学医学部 産科婦人科学教室 

情報の管理責任者：関山健太郎 近畿大学奈良病院 産婦人科 

 

⑧ 情報の管理について責任を有するものの名称 
近畿大学医学部 

 

⑨ 研究対象者等の求めに応じて、研究対象者が識別される情報の利用又は他の研究機関への提供を停
止する旨 
この研究では、患者さん・ご家族様の診療情報が利用されることに同意できず、拒否されたい場合

に、下記の方法により、いつでもその利用を停止することが可能です。また、利用の停止を受け付

けた場合でも、その後の診療において一切の不利益を受けることはありません。ただし、利用又は



提供開始日より 1年半が経過した時点以降にお申し出いただいても利用を停止することはできませ

んので、ご了承ください。 

 

⑩ ⑨の研究対象者等の求めを受け付ける方法 
下記までご連絡ください。なお、この研究に関するすべてのお問い合わせも下記で受け付けます。 

 

⑪ 研究の資金と利益相反 

京都大学では運営費交付金を用いて本研究を実施します。本学の研究者の利益相反については、

「京都大学利益相反ポリシー」「京都大学利益相反マネジメント規程」に従い、「京都大学臨床研

究利益相反審査委員会」において適切に審査しています。 

 

［お問い合わせ先］ 

1） 研究課題ごとの相談窓口 

京都大学大学院医学研究科 婦人科学産科学教室 水野林 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 

Tel：075-751-3267 

E-mail：rin0617@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 

2） 京都大学の苦情等の相談窓口 

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

Tel：075-751-4748 

E-mail：ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

以上 

 

 
 


